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◦ Posner，G. J.，Strike，K. A.，Hewson，P.W.，& Gertzog，
W.A.（1982）．Accommodation of a scientific conception 






教材の開発 - 体感できる，腕の曲げ伸ばし筋肉モデル -　日本
科学教育学会研究会報告 Vol.31 No.₇
◦渡辺尚・棟方有宗・高田淑子・表潤一・山田聖・植松康成・小
原遊野・榊原悠太・佐藤武文・美濃山蛍・渡辺好 （2018），臨
床教育研究 E　宮城教育大学臨床教育研究2017年度，第28号
◦棟方有宗・渡辺尚・表潤一・山田聖・植松康成・小原遊野・榊
原悠太・佐藤武文・美濃山蛍・渡辺好・高田淑子（2018），ヤ
ツメウナギの透明骨格標本を用いて背骨の進化を示す，日本生
物教育学会第102回全国大会要項集
（令和元年₉月27日受理）
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表₁　「人の体のつくりと運動」にあたる単元の変遷
※ 目　　標 特　　徴
昭和
27年
小
₃
動物の食べ物の取り方や運動のしかたやすみかに興味
を持つ。
筋肉や骨といったところに触れていない。
「～興味をもつ」「健康で安全に身を保つ習慣を身に付
ける」ことが狙いとなっている。
小
₆
人のからだの構造やはたらきついて理解し，健康で安
全に身を保つ習慣を身につける。
昭和
43年
小
₅
人体の頭の骨や背骨，筋肉などのつくりやはたらきに
は，特徴があること。
つくりやはたらきを「骨や筋肉との関係づけて」理解
することが明示された。
この時，現行の「人の体のつくりと運動」の分野に加
えて，小₆単元「人のからだのつくりと働き」の内容
もセットで学習を行っている。
昭和
52年
小
₆
人の呼吸，消化などを調べ，体のおよそのつくりやは
たらきを理解させる
昭和43年では，小学₅年生で学ばれていた内容が小学
校₆年生で学ばれるようになったが，一学年で「人の
体のつくりと運動」，「人の体のつくりと働き」の学習
を行っている点は同じである。
平成元年
小
₃
人が体を動かすことができるのは，骨や筋肉の働きに
よること。
平成元年から理科が₃年生からの学習になった。
全学年で人に関する内容が含まれているのだが，「他
の動物と比較する」という点が明示された。
現行の指導要領においては，目標には示されていない
ものの，教科書の中で動物との比較の小単元がある。
この元年とのつながりが考えられる。
小
₆
人の身体のつくりや働きには，他の動物と共通のもの
と異なるものがあること。
平成
10年
当該学年なし 小学校₆年生で「人の体のつくりと働き」における単
元はあるものの，「人の体のつくりと運動」に関する学
習内容はない。
平成
20年
小
₄
人の体のつくりと運動
◦骨と筋肉
◦骨と筋肉の働き（関節の働きを含む）
新しい単元として，「人の体のつくりと運動」が加わっ
たように明示されたが，昭和元年以前から学ばれてき
た内容である。動物に関しての規定はなくなった。
「関節」としての規定が加わった。
平成
29年
小
₄
人の体のつくりと運動
◦骨と筋肉
◦骨と筋肉の働き（関節の働きを含む）
新学習指導要領において「生命」分野の分類変化があっ
たものの，内容は同じである。
※小学校理科　学習指導要領の改訂年度
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表₂　使用されている教材、提案されている教材
教　　材 教材の詳細 参考文献
模型観察
骨なしモデルの観察
骨（に見立てたもの）がなく安定しない腕等のモデルを提示し，人の動きに
近付くための手立てを考えさせる。
五十嵐
（2009）他
分離骨格模型の観察
分離骨格模型を提示し，骨格標本や骨格図と比較しながら，骨一つ一つの
形や大きさの違いを観察させる。
林（2014）
腕の筋肉モデルの観察
筋肉の動きを理解させるためのモデル。腕を伸ばした際，曲げた際にどん
な動きをするのかを観察させる。筋肉に見立てた素材として，荷造りロー
プや包帯，棒ネットなどが使われている。
伊勢
（2009）他
骨格標本
人体模型や腕の骨格標本そのものを観察させることで体のつくりを理解さ
せたり，別の観察実験の確かめの教材として使用されている。
林（2014）
人工関節モデル
関節のモデルを提示し，関節の動き方を理解させるために使用される。複
数種類の関節モデルを提示し，関節の動き方には種類があることを理解さ
せるのにも用いる。企業との連携で行われた。
川越
（2011）
図書資料レントゲン写真 レントゲン写真を用いて，人の体のつくりを理解させる。 笹島（2012）
骨格図・写真
人間や動物の骨格の図や写真を用いて，体のつくりを理解させる。人と動物
の骨格の違いを比較させるのにも用いる。
林（2014）
映像資料動物の走る映像
動物の走る様子を映像で見せる。後脚に着目させ，それぞれの動物の特徴を
捉えさせるのに用いる。使用された動物は，ウマ，シカ，キリン，ゾウ，カ
ンガルー，サイ，フラミンゴ，シロクマで，動物園と連携して自分で撮影し
た映像を使用している。
林（2014）
スロー映像
人間が動く様子（スポーツ選手や動物の運動の様子）のスロー映像を用いて，
筋肉の動く様子を観察させる。
高山市教育
研究所
（2010）
体験活動
腕模型の製作
骨に見立てたものと筋肉に見立てたものを用いて，腕の模型をつくる体験を
行わせることで，理解を深めさせる。骨の素材としては，牛乳パック，筋肉
の素材としては包帯が多かった。牛乳パックはそのまま腕にはめることがで
きて，関節部分も意識させることができる。
伊勢
（2009）他
ロボット体験
段ボールや牛乳パックで関節がないロボットの脚や腕を作り，子どもたちに
装着させて日常の動作等を行わせ，不自由さを体験させることにより，関節
の働きを理解させる。
成田
（2009）他
人形つくり
分離骨格標本の二次元版を用意し，一つ一つの骨をホチキスを用いてつなぎ
合わせる。関節の動きや，人の体のつくりを意識させることができる。
鈴木
（2010）
関節さがし
人の体のどこに関節があるのか探す体験活動。シールを準備し，直接自分の
体に貼ったり，ワークシートの人の体の図に貼ったりすることを通して，多
くの関節があることに気付かせていく。
成田
（2009）他
人の骨格トランプ
人の骨格の図を拡大コピーしたものをカードのように切る。カードをシャッ
フルし，子どもたちにもとの図になるように並べさせる体験活動を通じて，
人の体のつくりに気付かせる。
鈴木
（2010）
生物教材
手羽先の観察
手羽先の皮や脂肪等を処理したものを用いて，筋肉や骨や関節そのものや，
それらの動きを観察させる。
中野
（2009）他
筋繊維の収縮実験
ホタテの貝柱や鶏のササミを用いた，グリセリン筋から調節した筋繊維の収
縮実験を行うことによって，筋繊維が収縮する様子を観察させる。
伊勢
（2009）
動物の骨格標本の観察
動物の骨格標本を用いて，関節や骨を観察したり，ヒトとの違いを観察させ
る。動物としては，鶏，カエル，ワニ，アライグマ，二ホンジカ，イヌ，コ
ウモリ，恐竜などがあり，教育施設をはじめとした諸機関との連携や協力も
期待されている。
近藤
（2013）他
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